
上野さんは昭和 21年（1946 年）から家業であるブドウハゼ栽培
に従事。台木を断幹せずに穂木を接ぐ伝統的な「腹接ぎ」技術を得
意とし、地域で技術指導などに尽力されてきました。和歌山県でも
産地再興の動きがある中、接ぎ木技術の保持者として研修会で講師
として活躍するなど、後継者の育成に大きく寄与されています。

6月 23 日（日）に、大字・事業所対抗のバレーボール大会を開催しました。男
子の部に 10チーム、女子の部に 4チームが参加しました。

大会結果

男子の部
優勝　西丹生図（左写真）
準優勝　上中島
3位　水尻

女子の部
優勝　下津野（右写真）
準優勝　水尻
3位　天満

7 月 7 日（日）、吉備体
育館でドッジボール大会
を開催し、子どもたちの
元気あふれる白熱した試
合が繰り広げられました。
激戦の末、優勝を勝ち取っ
たのは「高瀬チーム」（右
写真）、準優勝は「一ツ松
Bチーム」（左写真）でした。

当町は少子高齢化や産業衰退など、地域によっ
てさまざまで複雑な課題を抱えています。
多岐にわたる専門的な知識を持つ龍谷大学（京

都市）との連携を強化することで、課題解決に
向けた多角的なアプローチができると期待を寄
せています。
「ぶどう山

さん

椒
しょう

の発祥地を未来へつなぐプロジェ
クト」で、既に同大学と連携をしており、今後
は福祉・教育など、あらゆる分野での連携を図
ります。

上野 保二さん（北野川）（写真右）
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